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Companies in the fashion industry need to be connected to the information network. 
Currently, they produce yarn, textiles, and apparel, and engage in selling apparel but 
without sufficient information for optimal efficiency. It is important for all of them to 
have common access to critical information, thereby speeding up management and 
improving customer satisfaction. This paper discusses such a real-time, 
common-access information system, which, I believe, would lead to the production and 
selling of top-selling apparel in appropriate quantities and in a timely fashion. 
 
 
1．はじめに 
 
日本のファッション産業では、大規模小売店規制の緩和による大型ショッピングセンタ
ーや外資系企業の進出、消費者のライフスタイルの変化などにより大変革が起こっている。
そして新規参入者が続々と台頭する一方で、時代に取り残されたものは破綻している。そ
のような中、ファッション産業でも情報システムの果たす役割は大きく、「ファッションは、
布を売るのではなくデザインという情報を売っている」(1)と言われている。情報化そして
国際化に伴い、ヨーロッパでCGやCADを使用してデザインした情報を日本に送ってマーチ
ャンダイジングし、その情報をアジア諸国に送ってCAMを使用して生産し、日本や欧米な
ど世界各地で販売することも可能になっている。 
「ファッション」という言葉は「流行」という意味であるが、衣服やアクセサリ、風俗
などにも使われている。日本ファッション協会では、「多くの人々にある一定期間、共感を
持って受け入れられた生活様式」と定義している。また、菅原正博氏（宝塚造形美術大学）
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はファッション生活を 4つの皮膚にたとえている(2)。 
① 第 1の皮膚「ヘルシー＆ビューティ」の皮膚。健康と身だしなみ。 
化粧品、美容、クリーニング、健康器具、健康食品などの産業。 
② 第 2の皮膚「ワードロープ」の皮膚。着こなし。 
アパレル、アクセサリ、着物などの産業。 
③ 第 3の皮膚「インテリア」の皮膚。暮らしごこち。 
インテリア、家具、食器、電気器具、ホビー用品などの産業。 
④ 第 4の皮膚「コミュニティ」の皮膚。 
住宅、スポーツ施設、自動車、レジャー、ホテル、外食などの産業。 
これらは広義でのファッション産業であるが、狭義のファッション産業ではアパレル産
業とアクセサリ産業となる。本論文で取り扱うのはアパレル産業とそれに関係の深いアパ
レル素材産業、アパレル小売産業に関する情報システムである。これらの産業には多くの
企業が存在し、それらの結びつきには効率的とは言えないものが多い。素資材の調達から、
生産、物流、販売に至る複数の企業にまたがるサプライチェーンをネットワークで結び、
これらの企業にある情報をリアルタイムで共有し経営判断や指示をスピードアップし、経
営効率を高めると共に顧客満足度も高めなければならない。海外や国内のファッション情
報、POPの情報、顧客動向などを分析し、売れる物を売れる時期に売れる量確保できるよ
うにアパレル素材産業、アパレル産業、アパレル小売産業の間で共有したリアルタイム情
報に基づき迅速な対応がとれるシステムが必要である。 
 
 
2．ファッション産業の現状と問題点 
 
2－1．ファッション産業の分類 
 
本論文では、ファッション産業の中のアパレル素材産業、アパレル産業、アパレル小売
産業について考えていくが、アパレル素材産業は、繊維素材業界とテキスタイル業界に分
けることができる。また、アパレル産業はアパレル生産企業とアパレル卸商に分けること
ができる(1)。 
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① アパレル素材産業 
a. 繊維素材業界 
糸の生産、卸、小売。 
b. テキスタイル業界 
織物などの生地の生産、卸、小売。 
② アパレル産業 
a. アパレル生産企業 
アパレルの生産。 
b. アパレル卸産業 
アパレル生産企業とアパレル小売企業の間に介在。 
③ アパレル小売産業 
アパレルの小売。 
アパレル生産企業と小売企業の間の取引構造を見ると、日本は、参考上代（希望小売価
格）・掛け率制、テリトリー制、返品交換性、欧米は、下代（卸価格）取引制、オープン
マーケット制、完全買取制と、日本と欧米では異なっている点が多いが、最近は欧米化し
つつある。(1)
 
 
2－2．ファッション産業の問題点と対応 
 
① 生販連動への対応 
生産、販売さらに企画、物流のすべてにわたって連動するように 1 社で仕切って行くの
はむずかしいことである。(3) しかし、受注をしてから生産に取り掛かっていたのでは、顧
客の要望に対して遅れが生じてしまう。販売店での商品在庫、販売状況、卸商等での商品
在庫、生産企業での商品在庫、仕掛り在庫、素資材の在庫などの情報をお互いに共有化し、
QR（Quick Response）により、リードタイムの短縮、在庫の削減などを図らなくてはな
らない。生産変更に迅速に対応し、生産変更によるロスを少なくするためには、販売予測
の精度を高めるとともに、素資材の絞り込みと共有化をできるだけ多くしておく必要があ
る。 
企画、素資材調達、加工・生産、物流、販売の全体にわたる情報システムを統合し、サ
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プライチェーン全体での効率化を図ることになる。さらにはチャネルキャプテンを置き、
全体をバーチャルコーポレーション化して考えていくこともできる。また、自社のオリジ
ナル企画で自ら製造販売する SPA（Specialty store retailer of label Apparel）にして、企
画、生産、販売のリスク管理を行い、顧客、企画部門、生産部門をリアルタイムの共通情
報で効率的に結ぶことも考えられる。販売部門では、顧客に満足を与え、顧客の囲い込み、
顧客の要求や反応に即応できる体制が求められる。企画と生産部門では、展示会が目標で
はなく市場動向に即応した短サイクルの生産体制が求められる。 
② 需要の多様化への対応 
ファッション市場では個性化、細分化が進み、商品は多ブランドで短サイクルになって
いる。市場動向を的確かつ迅速にとらえ、商品の企画や生産、販売にすばやく反映させる
ためには、トップダウンによる統制や抑圧は極力行なわずに、販売店や販売の事業単位へ
の権限委譲をすすめ、個人の能力を発揮させることが必要となる。顧客から個々の担当者
の得た情報や判断、見通しなどをデータベース化し共有する。 
③ 販売の多様化への対応 
販売の方法でも、量販品の量販店離れ、人気ブランド品の百貨店離れがおこっている。
ブランド品、特に高級品では外資の進出が目立っている。また低価格商品は、コンビニエ
ンスストアでも販売されるようになった。コンビニエンスストアでのマルチメディア端末
の利用も広がっておりパック旅行や書籍の販売に続いてブランド品のバッグや財布の販売
が始まっている。カタログによる電話などを使った通信販売、テレビ（地上波、CATV、
CSTV）を使ってのテレビ・ショッピング、インターネットを使ったバーチャル・ショッ
ピングも増加している。このために最新の商品情報を共有し、迅速に広告・宣伝、顧客へ
の対応ができるようにする。 
 
 
3．ファッション産業の情報システム 
 
3－1．ファッション産業の基本的な機能 
 
ファッション産業のアパレル関連での基本的な機能としては、デザインなどを行う企画、
糸などの生産をする繊維生産、生地の生産や染色をする生地生産、アパレル商品を生産す
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るアパレル生産、アパレル商品を販売するアパレル小売が考えられる。 
  
企画 
アパレル生産 アパレル小売 生地生産 繊維生産 
糸商 卸商 生地商 
図－１ ファッション産業の基本的な機能 
 
繊維メーカーと生地メーカーの間に糸商などが、生地メーカーとアパレルメーカーの間に
は生地商が、アパレルメーカーと小売業の間には卸商が介在することがある。情報はこれ
らの機能を持つ企業や部門間を行き交っている。 
 
 
3－2．基幹系システム 
 
ファッション産業のアパレル関連での基幹系システムとしては、アパレル企画管理、ア
パレル小売販売管理、アパレル生産管理、生地生産管理、繊維生産管理、そしてこれらで
共有する必要のある情報を管理する共通情報管理に分けて考えることができる。 
 
 
 
 
共通情報管理 
アパレル企画管理 
アパレル小売販売管理 
アパレル生産管理 
生地生産管理 
繊維生産管理 
図－２ 基幹系システム 
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① 共通情報管理 
アパレル企画管理、アパレル小売販売管理、アパレル生産管理、生地生産管理、繊維生
産管理で共有する必要のある情報を管理する。 
a. 在庫管理 
アパレル小売販売管理、アパレル生産管理、生地生産管理、繊維生産管理の中で、商品
在庫、生地在庫、糸在庫など販売や生産に必要な情報をそれぞれの管理システムから提
供してもらい共有する。 
b. 生産実績管理 
アパレル生産管理、生地生産管理、繊維生産管理の中で、商品の生産進捗状況や生産実
績、出荷実績、生地生産進捗状況や生産実績、出荷実績、糸生産進捗状況や生産実績、
出荷実績など販売や生産に必要な情報をそれぞれの管理システムから提供してもらい
共有する。 
c. 販売実績管理 
アパレル小売販売管理での販売実績などを提供してもらい共有する。 
d. 商品情報管理 
アパレル企画管理でのデザインした商品の情報などを提供してもらい共有する。 
e. 素資材情報管理 
生地生産管理、繊維生産管理の中で糸、生地などの素資材に関する情報を提供してもら
い共有する。 
f. 財務管理 
原価計算や財務に必要な情報を提供してもらい共有する。ただし複数の企業が関わる時
は企業単位だけの共有も可。 
 
② アパレル企画管理 
アパレルのデザインに関する情報を管理する。 
a. デザイン開発管理 
デザイン画、グレーディング、パターンメーキング等(4)のデザイン開発の支援と管理を
する。CG、CAD・CAMのデータの管理も行う。 
b. 素資材情報管理 
糸、生地などの素資材に関する情報を管理する。共通情報管理の情報を利用する。 
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c. 商品情報管理 
デザインした商品の情報などを管理する。共通情報管理への情報の提供をする。 
d. 財務管理 
原価計算や財務に必要な情報を管理する。 
 
③ アパレル小売販売管理 
アパレル小売業での販売情報を管理する。 
a. 販売実績管理 
商品の販売実績情報（商品、売上年月日、金額、購入者の年代など）の管理をする。POS
データの利用。共通情報管理への情報の提供をする。 
b. 顧客管理 
顧客の情報（名前、住所、電話番号、生年月日、趣味、家族、購入商品、購入年月日な
ど）の管理をする。 
c. 品揃え計画管理 
国内外のファッション情報、売上実績、商品情報、在庫情報などを基に品揃え計画を立
案し発注、入荷を管理する。VMD(Visual Merchandising)のシミュレーションも行う。 
必要に応じて広告やカタログ、インターネットのホームページ等の作成のための情報の
管理も行う。 
d. 財務管理 
原価計算や財務に必要な情報を管理する。 
 
④ アパレル生産管理 
アパレルの生産に関する情報を管理する。 
a. アパレル受注管理 
アパレルの受注に関する情報（商品の種類、数量、金額、納期日、納入先など）を管理
する。 
b. 素資材調達管理 
アパレルの生産に必要な素資材の調達に関する情報（素資材の種類、数量、金額、入荷
日、調達先など）を管理する。 
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c. 生産計画管理 
商品の納期日、数量、素資材の入荷日、数量、生産工程の能力などを基に生産計画を立
案するとともに、生産計画に変更が生じた場合は、変更情報に基づき最適な変更案を作
成し、生産指示を行う。 
d. 物流管理 
商品の配送、納入の管理をする。 
e. 卸商管理 
アパレル生産企業とアパレル小売企業の間に卸商が介在する場合に必要な情報（商品の
種類、卸商への入荷、入荷数量、入荷先、卸商からの出荷、出荷数量、出荷先など）を
管理する。 
f. 在庫管理 
製品在庫、仕掛在庫の管理をする。共通情報管理への情報の提供をする。 
g. 実績管理 
素資材の入荷進捗状況や実績、生産進捗状況や実績、商品の出荷進捗状況や実績、不良
品などを管理する。生産、出荷の進捗状況や実績を共通情報管理へ提供をする。 
h. 財務管理 
アパレル生産での原価計算や財務に必要な情報を管理する。 
 
⑤ 生地生産管理 
生地の生産に関する情報を管理する。 
a. 生地受注管理 
生地の受注に関する情報（生地の種類、数量、金額、納期日、納入先など）を管理する。 
b. 素資材調達管理 
生地の生産に必要な材料の調達に関する情報（材料の種類、数量、金額、入荷日、調達
先など）を管理する。 
c. 生産計画管理 
生地の納期日、数量、材料の入荷日、数量、生産工程の能力などを基に生産計画を立案
するとともに、生産計画に変更が生じた場合は、変更情報に基づき最適な変更案を作成
し、生産指示を行う。 
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d. 物流管理 
生地の配送、納入の管理をする。 
e. 生地商管理 
生地生産企業とアパレル生産企業の間に生地商が介在する場合に必要な情報（生地の種
類、生地商への入荷、入荷数量、入荷先、生地商からの出荷、出荷数量、出荷先など）
を管理する。 
f. 在庫管理 
製品在庫、仕掛在庫の管理をする。共通情報管理への情報の提供をする。 
g. 実績管理 
材料の入荷進捗状況や実績、生産進捗状況や実績、生地の出荷進捗状況や実績、不良品
などを管理する。生産、出荷の進捗状況や実績を共通情報管理へ提供をする。 
h. 財務管理 
生地の生産での原価計算や財務に必要な情報を管理する。 
 
⑥ 繊維生産管理 
繊維の生産に関する情報を管理する。 
a. 繊維受注管理 
繊維の受注に関する情報（繊維の種類、数量、金額、納期日、納入先など）を管理する。 
b. 材料調達管理 
繊維の生産に必要な材料の調達に関する情報（材料の種類、数量、金額、入荷日、調達
先など）を管理する。 
c. 生産計画管理 
繊維の納期日、数量、材料の入荷日、数量、生産工程の能力などを基に生産計画を立案
するとともに、生産計画に変更が生じた場合は、変更情報に基づき最適な変更案を作成
し、生産指示を行う。 
d. 物流管理 
繊維の配送、納入の管理をする。 
e. 糸商管理 
繊維生産企業と生地生産企業の間に糸商が介在する場合に必要な情報（繊維の種類、糸
商への入荷、入荷数量、入荷先、糸商からの出荷、出荷数量、出荷先など）を管理する。 
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f. 在庫管理 
製品在庫、仕掛在庫の管理をする。共通情報管理への情報の提供をする。 
g. 実績管理 
材料の入荷進捗状況や実績、生産進捗状況や実績、材料の出荷進捗状況や実績、不良品
などを管理する。生産、出荷の進捗状況や実績を共通情報管理へ提供をする。 
h. 財務管理 
繊維の生産での原価計算や財務に必要な情報を管理する。 
 
 
3－3．情報系システム 
 
国内外のファッション情報や顧客の要望、苦情、競合他社の動向などの非定型的情報、
売上実績、売上傾向、在庫などの数値情報を収集、分析する。電子メール、インターネッ
ト、TV、新聞、雑誌からの情報や市場調査等の情報の収集、分析もする。これらの情報は、
企画販売情報データベースに蓄積し、デザイン企画や販売予測等のために利用する。 
 
 
3－4．共通情報のための主なデータベース 
 
① 商品データベース 
商品に関する情報。 
② 素資材データベース 
素材や資材に関する情報。 
③ 企画情報データベース 
商品の企画に関する情報。CG、CAD・CAMのデータも含む。 
④ 販売実績データベース 
商品の販売実績や販売状況に関する情報。POSデータも含む。 
⑤ 生産進捗・実績データベース 
商品、生地、繊維などの生産の進捗状況および実績に関する情報。 
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⑥ 顧客データベース 
顧客に関する情報。 
⑦ 関連企業データベース 
メーカー・卸商・生地商、糸商、販売店など関連する企業についての情報。 
⑧ 企画販売情報データベース 
国内外のファッション情報や顧客の要望、苦情、競合他社の動向などの非定型的情報。 
 
 
4．おわりに 
 
情報がネットワーク化され、国際化されている時代において、ファッション産業におい
ても関連する企業は、共有する情報の量と質を高め、顧客のニーズに合致した商品を迅速
に創造し、生産し、供給しなければならない。情報の共有化には、企業が異なればもちろ
んのこと、同一企業内においても部門間のセクショナリズムや個人のセクショナリズムの
ため抵抗が大きいケースが多い。しかしながら、関連企業全体の競争力アップのために、
多少の情報使用料金を取っても、企画や販売、生産のために必要な情報は共通のデータベ
ースに格納しておき、必要なとき見ることが可能なようにしておくべきである。さらにこ
のようなデータベースは一部の関連企業グループに留まることなく、全国的にそして全世
界的に利用可能なものにしていく必要がある。これによって各企業の取ることのできる選
択肢が多くなり消費者である顧客の満足度もアップすることになる。 
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